
 
 

民俗学 

１０．つたえる－口頭伝承１－ 

菊地暁（folklore.lecture@gmail.com） 

＊「交通・運輸・通信」 

・通信の前近代：①音声（鉦、太鼓、板木…）、②視覚（旗、狼煙…）、③文字（飛脚…） 

・通信の近現代：「交通・運輸」からの「通信」の自立、マスメディア領域の肥大化 

 

＊Ｒ．ヤコブソンのコミュニケーション・モデル（６要素モデル） 

    発信者                    受信者 

 伝達内容 メッセージ   → 接触 →   メッセージ 伝達内容 

    ↓ ↑                    ↓ ↑ 

    コード                    コード 

  └───────────コンテクスト───────────┘ 

 

＊「つたえる」の４段階 

  身体性  一回性／複数性 思考様式   社会制度 

 

①声  身体的  一回性  状況的・具体的  小規模 

 

②筆記  非身体的  一回性  一般的・抽象的  大規模 

 

③印刷  非身体的  複数性  更に一般的・抽象的 想像の共同体？ 

 

④電子  身体的  複数性  再び状況的・具体的 地球村？ 

 

＊「つたえる」の前近代／近代／現在 

・メディアの発展は「代替的」ではなく「積層的」 

・ラザースフェルト「コミュニケーションの二段階の流れ」説 

・「誰が」「何を」「誰に対して」「どのようなチャンネルで」「どのような効果で」 

・柳田國男「世間話の研究」（1931）：「ハナシ」と「カタリ」、「形式」と「内容」の不整合 
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